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ス

ペ
イ
ン
改
正
手
形
・
小
切
手
法

　
－
解
題
と
条
文
の
翻
訳
ー

（
二
・
完
）

石

井

陽

一

76

解
題

　
　
　
は
じ
め
に

　
一
．
改
正
の
動
機

　
二
、
主
要
な
改
正
点

四三
”㈹∈う㊨㈲㊨㊧（⇒e

　
絶
対
的
記
載
事
項
の
変
化

　
資
金
関
係
規
定
の
廃
止

人
的
抗
弁
の
制
限

　
資
金
の
譲
渡

　
白
地
手
形
お
よ
び
白
地
裏
書

　
連
帯
債
務
性

　
保
証

　
拒
絶
証
書
作
成
の
省
略

不
渡
制
裁
処
分
の
欠
除

印
紙
税
納
付
と
の
関
連

ス
ペ
イ
ン
国
手
形
・
小
切
手
法
（
訳
）

　
前
　
文

第
一
編
為
替
手
形
お
よ
び
約
束
手
形

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章

第
一
一
章

第
一
〇
章

為
替
手
形
の
振
出
お
よ
び
方
式

支満保引裏

払期証受書

引
受
拒
絶
ま
た
は
支
払
拒
絶
に
よ
る
請
求
権

資
金
の
譲
渡
…
・

参
　
加

　
複
本
お
よ
び
謄
本

　
為
替
手
形
の
紛
失
、
盗
難
ま
た
は
滅
失

・
以
上
前
号

・
以
下
本
号



スペイン改正手形・小切手法（2・完）

　
第
一
二
章
時
効

　第

一
三
章
通
則

　第

一
四
章
　
約
束
手
形

　
第
一
五
章
法
の
抵
触

第
二
編
小
切
手

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章

第
一
〇
章

第
一
一
章

付
則

経
過
規
定

廃
止
規
定

最
終
規
定

小
切
手
の
振
出
お
よ
び
方
式

譲
渡

保
証

呈
示
お
よ
び
支
払

線
引
小
切
手
お
よ
び
計
算
小
切
手

支
払
拒
絶
に
よ
る
遡
求

小
切
手
の
紛
失
、
盗
難
ま
た
は
減
失

偽
造
小
切
手

時
効

　
小
切
手
に
関
す
る
通
則

　
法
の
抵
触

第
八
章
　
資
金
の
譲
渡

第
六
九
条
　
振
出
人
が
、
手
形
上
に
記
載
し
た
約
款
に
よ
り
、
資
金
に
か

　
か
わ
る
権
利
を
譲
渡
す
る
旨
を
宣
言
し
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
権
利
は

　
所
持
人
に
移
転
さ
れ
る
。

　
こ
の
譲
渡
が
支
払
人
に
通
知
さ
れ
た
と
き
は
、
支
払
人
は
完
全
に
正

当
な
所
持
人
に
対
し
て
の
み
為
替
手
形
と
引
換
に
支
払
う
こ
と
が
で
き

る
。

（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
に
該
当
条
文
な
し
）
。

第
九
章
参
　
加

　
第
一
節
　
通
　
則

第
七
〇
条
　
振
出
人
、
裏
書
人
ま
た
は
保
証
人
は
、
手
形
上
に
、
必
要
な

　
と
き
に
手
形
を
引
受
け
ま
た
は
支
払
う
者
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
為
替
手
形
は
、
遡
求
を
受
け
る
べ
き
何
れ
の
債
務
者
の
為
に
手
形
上
に

　
明
瞭
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
参
加
を
す
る
者
に
よ
っ
て
引
受
ま
た

　
は
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
参
加
は
、
引
受
人
を
除
き
、
第
三
者
、
支
払
人
ま
た
は
い
ず
れ
の
手

　
形
債
務
者
が
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
参
加
人
は
、
そ
の
被
参
加
人

　
に
対
し
て
二
取
引
日
以
内
に
そ
の
参
加
の
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。
こ
の
期
間
の
不
遵
守
の
場
合
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
が

　
あ
る
と
き
は
、
損
害
賠
償
の
必
要
が
発
生
す
る
。
但
し
、
当
該
手
形
の

　
金
額
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
．
日
本
法
の
第
五
五
条
と
同
趣
旨
）
。

　
　
第
二
節
　
参
加
引
受
（
器
。
冥
8
ま
旨
宕
二
暮
貧
奉
暮
一
言
）

第
七
一
条
　
参
加
引
受
は
，
引
受
の
為
の
呈
示
を
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
為

　
替
手
形
の
所
持
人
が
満
期
前
に
遡
求
権
を
有
す
る
一
切
の
場
合
に
お
い
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て
認
め
ら
れ
る
。

　
　
参
加
引
受
は
為
替
手
形
に
こ
れ
を
記
載
し
．
参
加
人
が
署
名
し
．
か

　
つ
被
参
加
人
を
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
表
示
を
欠
く
と
き
は
、

　
当
該
手
形
は
振
出
人
の
た
め
に
引
受
け
ら
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　
（
訳
注
。
第
一
項
は
統
一
法
．
日
本
法
の
第
五
六
条
第
一
項
に
、
第
二
項
は
統

　
　
一
法
、
日
本
法
の
第
五
七
条
に
一
致
）
。

第
七
二
条
　
必
要
に
応
じ
、
為
替
手
形
に
支
払
地
に
お
け
る
予
備
支
払
人

　
を
記
載
し
た
と
き
は
．
手
形
の
所
持
人
は
そ
の
者
に
為
替
手
形
を
呈
示

　
し
、
か
つ
拒
絶
証
書
に
よ
っ
て
そ
の
者
が
引
受
を
拒
ん
だ
こ
と
を
証
明

　
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
記
載
を
し
た
者
お
よ
び
そ
の
後
者
に
対
す
る
満
期

　
前
の
遡
求
権
を
失
う
。

　
　
参
加
の
他
の
場
合
に
お
い
て
は
、
所
持
人
は
参
加
引
受
を
拒
む
こ
と

　
が
で
き
る
。
も
し
所
持
人
が
こ
れ
を
受
諾
す
る
と
き
は
、
被
参
加
人
お

　
よ
び
そ
の
後
者
に
対
し
て
満
期
前
に
有
す
る
遡
求
権
を
失
う
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
五
六
条
第
二
項
、
第
三
項
と
ほ
ぼ
同
文
）
。

第
七
三
条
　
参
加
引
受
人
は
、
所
持
人
お
よ
び
被
参
加
者
よ
り
後
の
裏
書

　
人
に
対
し
、
被
参
加
人
と
同
一
の
義
務
を
負
う
。

　
　
参
加
引
受
は
、
被
参
加
人
お
よ
び
そ
の
前
者
よ
り
、
所
持
人
に
対
し

　
て
第
五
八
条
に
規
定
す
る
金
額
の
支
払
と
引
換
に
為
替
手
形
の
交
付
を

　
請
求
す
る
権
利
を
剥
奪
し
な
い
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
五
八
条
と
同
趣
旨
）
。

第
三
節
　
参
加
支
払

策
七
四
条
　
参
加
支
払
は
、
所
持
人
が
満
期
ま
た
は
満
期
前
に
遡
求
権
を

有
す
る
一
切
の
場
合
に
お
い
て
こ
れ
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
．
支
払

　
は
被
参
加
人
が
支
払
う
べ
き
金
額
を
包
含
し
、
か
つ
支
払
拒
絶
証
書
を

作
成
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ
た
最
後
の
日
の
翌
日
ま
で
に
行
な
わ
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
五
九
条
と
同
趣
旨
）
。

第
七
五
条
　
参
加
支
払
を
拒
ん
だ
所
持
人
は
、
そ
の
支
払
に
よ
っ
て
義
務

　
を
免
れ
る
こ
と
に
な
る
す
べ
て
の
手
形
債
務
老
に
対
す
る
請
求
権
を
失

　
う
。

　
　
参
加
支
払
の
申
立
て
が
競
合
す
る
場
合
に
は
、
最
も
多
数
の
義
務
を

　
免
ら
し
め
る
者
が
優
先
す
る
。
こ
の
規
定
に
反
す
る
こ
と
を
知
っ
て
参

　
加
支
払
す
る
者
は
、
義
務
を
免
か
れ
得
る
す
べ
て
の
者
に
対
す
る
請
求

権
を
失
う
。

　
（
訳
注
。
第
一
項
は
統
一
法
、
日
本
法
の
第
六
一
条
、
第
二
項
は
第
六
一
二
条
第

　
三
項
と
同
趣
旨
）
。

第
七
六
条
　
為
替
手
形
が
支
払
地
に
住
所
を
有
す
る
参
加
人
に
よ
っ
て
引

受
け
ら
れ
た
と
き
、
ま
た
は
支
払
地
に
住
所
を
有
す
る
者
が
予
備
支
払

　
人
と
し
て
記
載
さ
れ
た
と
き
は
、
所
持
人
は
こ
れ
ら
の
者
の
全
員
に
手

形
を
呈
示
し
、
か
つ
支
払
の
な
い
と
き
は
支
払
拒
絶
証
書
作
成
の
た
め

認
め
ら
れ
た
最
後
の
日
の
翌
日
ま
で
支
払
拒
絶
証
書
を
作
成
さ
せ
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
前
項
の
期
問
内
に
拒
絶
証
書
の
作
成
が
な
い
と
き
は
、
予
備
支
払
人

　
を
記
載
し
た
者
ま
た
は
被
参
加
人
お
よ
び
そ
の
後
の
裏
書
人
は
そ
の
義
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務
を
免
れ
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
六
〇
条
と
同
趣
旨
）
。

第
七
七
条
　
参
加
支
払
は
、
参
加
支
払
人
よ
り
後
の
署
名
者
の
義
務
を
免

ず
る
。
参
加
支
払
人
は
、
被
参
加
人
お
よ
び
そ
の
者
の
為
替
手
形
上
の

債
務
者
に
対
し
て
為
替
手
形
よ
り
生
ず
る
権
利
を
取
得
す
る
。
但
し
、

手
形
を
支
払
う
参
加
支
払
人
は
、
更
に
そ
の
手
形
を
裏
書
ぎ
す
る
こ
と

　
は
で
き
な
い
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
六
三
条
の
第
一
項
、
第
二
項
に
一
致
す
る
が
、

　
順
序
が
逆
）
。

第
七
八
条
　
参
加
支
払
は
、
被
参
加
者
を
表
示
し
て
為
替
手
形
に
受
取
を

　
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
表
示
が
な
い
と
き
は
、
振
出
人
の

　
た
め
に
支
払
が
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
．

　
　
為
替
手
形
は
参
加
支
払
人
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
拒
絶
証

　
書
を
作
ら
せ
た
と
き
は
、
参
加
支
払
人
に
こ
れ
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
六
二
条
に
一
致
）
。

第
一
〇
章
複
本
お
よ
び
謄
本

　
第
一
節
　
複
本
（
三
瑛
費
ま
区
号
書
暮
寅
吋
邑

第
七
九
条
　
為
替
手
形
は
同
一
内
容
の
数
通
を
も
っ
て
振
出
す
こ
と
が
で

　
き
る
．
こ
れ
ら
複
本
に
は
そ
の
証
券
の
文
言
中
に
一
連
番
号
を
付
し
、

　
振
出
さ
れ
た
総
通
数
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
こ
の
記
載
を
欠
く
と
き
は
、
各
通
は
各
別
の
為
替
手
形
と
み
な
さ
れ

　
る
。

　
　
一
通
限
り
で
振
出
す
旨
の
記
載
の
な
い
為
替
手
形
の
場
合
は
．
い
か

　
な
る
所
持
人
も
自
己
の
費
用
を
も
っ
て
複
本
の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
．
こ
の
場
合
に
お
い
て
所
持
人
は
自
己
の
直
接
の
裏
書
人
に

　
対
し
て
そ
の
請
求
を
し
、
そ
の
裏
書
人
は
自
己
の
裏
書
人
に
対
し
て
手

　
続
を
す
る
こ
と
に
よ
り
こ
れ
に
協
力
し
、
順
次
振
出
人
に
及
ぶ
も
の
と

　
す
る
。
各
裏
書
人
は
新
た
な
複
本
に
裏
書
を
再
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
六
四
条
に
一
致
）
。

第
八
○
条
　
複
本
の
一
通
が
支
払
わ
れ
た
と
き
は
、
一
通
の
支
払
に
よ
っ

　
て
他
の
複
本
を
無
効
な
ら
し
め
る
旨
の
記
載
が
な
い
と
き
と
錐
も
、
他

　
の
複
本
よ
り
生
ず
る
権
利
は
消
滅
す
る
。

　
　
但
し
、
支
払
人
は
引
受
け
ら
れ
た
全
通
で
返
還
が
な
さ
れ
た
も
の
に

　
つ
い
て
責
任
を
負
う
。

　
　
数
人
に
各
別
に
複
本
を
譲
渡
し
た
裏
書
人
お
よ
び
そ
の
後
の
裏
書
人

　
は
、
そ
の
署
名
の
あ
る
各
通
で
返
還
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
責

　
任
を
負
う
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
六
五
条
に
一
致
）
。

第
八
閣
条
　
引
受
の
た
め
複
本
の
一
通
を
送
付
し
た
者
は
、
他
の
各
通
に

　
こ
の
一
通
を
保
持
す
る
者
の
名
称
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

　
の
者
は
、
他
の
一
通
の
正
当
な
所
持
人
に
対
し
こ
れ
を
引
渡
す
こ
と
を

　
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

　
　
保
持
者
が
引
渡
を
拒
ん
だ
と
き
は
、
所
持
人
は
拒
絶
証
書
に
次
の
こ
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と
を
記
載
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
遡
求
権
を
行
使
で
き
な
い
。

　
一
、
引
受
の
た
め
送
付
し
た
一
通
が
請
求
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
引
渡
さ

　
　
れ
な
か
っ
た
こ
と
。

　
二
、
他
の
一
通
を
も
っ
て
引
受
ま
た
は
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で

　
　
な
か
っ
た
こ
と
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
六
六
条
に
一
致
）
。

　
　
第
二
節
　
謄
本
（
。
8
芭

第
八
二
条
　
為
替
手
形
の
所
持
人
は
す
べ
て
、
そ
の
謄
本
を
作
る
権
利
を

有
す
る
．

　
　
謄
本
に
は
、
裏
書
お
よ
び
原
本
に
掲
げ
ら
れ
た
そ
の
他
の
事
項
を
正

　
確
に
再
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
ど
こ
が
そ
の
末
尾
で
あ
る
か

　
も
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
謄
本
に
は
、
原
本
と
同
一
の
方
法
に
従
い
、
か
つ
同
一
の
効
力
を
も

　
っ
て
裏
書
ま
た
は
保
証
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
六
七
条
に
一
致
）
。

第
八
三
条
　
謄
本
に
は
原
本
の
保
持
者
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
保
持
者
は
謄
本
の
正
当
な
所
持
人
に
対
し
て
原
本
を
引
渡
す
こ
と
を
要

　
す
る
。

　
　
保
持
者
が
引
渡
を
拒
ん
だ
と
き
は
、
所
持
人
は
拒
絶
証
書
に
よ
っ
て

　
原
本
を
請
求
し
た
が
引
渡
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
後
に
、
謄

　
本
に
裏
書
ま
た
は
保
証
し
た
者
に
対
し
て
の
み
遡
求
権
を
行
使
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
。

　
　
謄
本
作
成
前
に
な
さ
れ
た
最
後
の
裏
書
の
後
に
「
爾
後
裏
書
は
謄
本

に
し
た
も
の
の
み
効
力
を
有
す
る
」
と
い
う
文
句
ま
た
は
こ
れ
と
同
一

の
意
義
を
有
す
る
文
言
が
原
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
原
本
に

さ
れ
た
そ
の
後
の
裏
書
は
こ
れ
を
無
効
と
す
る
。

（
訳
注
。
第
二
項
の
一
部
の
表
現
が
微
妙
に
異
な
る
ほ
か
は
、
統
一
法
、
日
本

法
の
第
六
八
条
に
一
致
）
。

第
＝
章
為
替
手
形
の
紛
失
、
盗
難
ま
た
は
滅
失

第
八
四
条
　
為
替
手
形
の
紛
失
、
盗
難
ま
た
は
滅
失
の
場
合
に
お
い
て
、

手
形
を
喪
失
し
た
所
持
人
は
、
第
三
者
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
こ
と
を

　
防
ぐ
た
め
に
、
そ
の
手
形
を
無
効
に
す
る
た
め
に
、
か
つ
同
人
の
権
利

　
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
、
裁
判
官
に
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
為
替
手
形
を
喪
失
し
た
所
持
人
は
、
そ
の
権
利
の
保
全
に
か
か
わ
る

　
一
切
の
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
そ
の
手
形
が
満
期
に
な
っ
て
い

　
る
場
合
に
は
、
所
持
人
は
、
裁
判
官
が
定
め
る
保
証
金
ま
た
は
手
形
の

　
金
額
の
裁
判
上
の
供
託
（
8
匿
磐
鐘
ひ
ど
昌
一
。
芭
）
を
差
入
れ
て
、
そ
の

手
形
の
支
払
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
に
該
当
条
文
な
く
、
旧
法
第
四
九
八
条
に
類
似
）
。

第
八
五
条
　
為
替
手
形
の
支
払
地
に
お
い
て
裁
判
権
を
行
使
す
る
者
を
管

　
轄
裁
判
官
と
す
る
．

　
　
手
形
を
喪
失
し
た
所
持
人
が
裁
判
官
に
対
し
て
行
な
う
申
立
て
に
は
、

　
為
替
手
形
の
基
本
的
な
要
件
を
記
載
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か

　
つ
白
地
手
形
の
場
合
に
は
、
手
形
の
同
一
性
確
認
に
必
要
な
事
項
、
所

持
人
と
な
る
に
至
っ
た
状
況
お
よ
び
喪
失
す
る
に
至
っ
た
状
況
を
記
載
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し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
入
手
で
き
る
証
拠
資
料
を
添
付
し
．
か
つ
申

立
て
を
裏
付
け
る
こ
と
に
役
立
つ
そ
の
他
の
立
証
手
段
を
提
起
し
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
申
立
て
が
受
理
さ
れ
た
と
き
は
、
裁
判
官
は
、
こ
れ
を
支
払
人
ま
た

　
は
引
受
人
に
通
知
し
、
当
該
手
形
が
回
収
の
た
め
呈
示
さ
れ
て
も
支
払

　
を
差
し
止
め
る
こ
と
、
か
つ
呈
示
の
状
況
を
裁
判
所
に
報
告
す
る
こ
と

　
を
命
令
す
る
。
同
様
の
通
知
は
、
振
出
人
お
よ
び
認
知
さ
れ
か
つ
そ
の

住
所
を
推
定
し
う
る
そ
の
他
の
債
務
者
に
も
発
せ
ら
れ
る
．
こ
れ
ら
す

　
ぺ
て
の
者
は
、
通
知
受
領
後
一
〇
日
以
内
に
裁
判
官
に
対
し
適
切
と
み

　
な
さ
れ
る
陳
述
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
裁
判
官
は
、
事
実
の
真
実
性
、
申
立
人
の
権
利
に
つ
い
て
、
前
項
に

定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
、
適
切
と
み
な
さ
れ
る
調
査
を
し
た
後
、
こ
の

　
申
立
て
を
国
家
官
報
（
ぎ
算
ぼ
呂
。
三
琶
国
馨
暫
琶
に
公
示
す
る
よ
う

命
じ
、
そ
の
公
示
目
よ
り
起
算
し
て
一
ヵ
月
の
期
問
を
置
き
、
そ
の
間

　
に
証
券
の
所
持
人
が
出
頭
し
か
つ
異
議
を
届
出
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

　
に
す
る
。
但
し
．
実
施
し
た
調
査
ま
た
は
関
係
者
の
申
立
て
に
根
拠
の

　
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
は
、
裁
判
官
は
、
支
払
人
ま
た
は
引
受
人

　
に
命
令
し
た
こ
と
を
無
効
に
し
、
公
示
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
手
続
を

中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
に
該
当
条
文
な
し
。
第
八
六
条
、
第
八
七
条
も
同

　
様
）
。

第
八
六
条
　
一
ヵ
月
の
期
間
内
に
、
第
三
者
が
手
形
を
持
参
し
、
申
立
て

　
に
異
議
を
届
出
た
と
き
は
、
こ
の
届
出
は
、
申
立
人
、
支
払
人
ま
た
は

　
引
受
人
に
通
知
さ
れ
．
か
つ
法
務
省
の
事
前
審
理
を
経
て
．
民
事
訴
訟

　
法
に
お
け
る
付
随
条
件
の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
手
続
に
よ
り
、
裁
判
官

　
が
判
定
を
下
す
も
の
と
す
る
。

第
八
七
条
　
申
立
て
の
公
示
か
ら
一
ヵ
月
を
経
過
し
て
な
ん
ら
の
異
議
も

　
出
な
か
っ
た
と
き
に
、
ま
た
は
異
議
を
否
認
し
た
と
き
に
、
裁
判
官
は
、

　
そ
の
証
券
の
除
権
（
彗
。
益
鋸
。
巨
）
を
宣
言
す
る
判
決
を
下
す
も
の
と

　
す
る
。

　
　
手
形
の
除
権
の
判
決
が
下
さ
れ
た
後
、
そ
の
手
形
は
一
切
の
効
力
を

　
失
い
、
そ
の
権
利
を
認
め
ら
れ
た
申
立
人
は
除
権
さ
れ
た
手
形
の
満
期

　
日
に
そ
の
債
権
の
支
払
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
支
払
が
す

　
で
に
な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
供
託
済
み
の
保
証
金
を
回
収
す
る
こ
と

　
が
で
き
、
ま
た
は
除
権
さ
れ
た
手
形
の
満
期
が
未
到
来
の
場
合
に
は
複

　
本
の
発
行
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
本
節
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
本
法
第
一
九
条
第
二
項
に
定
め
ら
れ

　
て
い
る
こ
と
を
害
さ
な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

第
一
二
章
時
効
（
質
。
璋
冒
§
）

第
八
八
条
　
引
受
人
に
対
す
る
為
替
手
形
上
の
請
求
権
は
、
満
期
の
日
よ

　
り
三
年
を
以
て
時
効
に
か
か
る
．

　
　
所
持
人
の
裏
書
人
お
よ
び
振
出
人
に
対
す
る
請
求
権
は
、
適
法
の
時

　
期
に
作
ら
し
め
た
拒
絶
証
書
ま
た
は
こ
れ
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
宣

　
言
の
日
付
よ
り
、
無
費
用
償
還
文
句
の
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
満
期
の

　
日
よ
り
一
年
を
以
て
時
効
に
か
か
る
。
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裏
書
人
の
他
の
裏
書
人
お
よ
び
振
出
人
に
対
す
る
請
求
権
は
、
そ
の

　
裏
書
人
が
手
形
の
受
戻
し
を
し
た
日
か
ら
、
ま
た
は
そ
の
者
が
訴
え
を

　
受
け
た
日
か
ら
六
ヵ
月
を
以
て
時
効
に
か
か
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
七
〇
条
と
同
趣
旨
）
。

第
八
九
条
　
時
効
の
中
断
は
、
そ
の
中
断
の
事
由
が
生
じ
た
者
に
対
し
て

　
の
み
そ
の
効
力
を
生
じ
る
。

　
　
時
効
中
断
の
事
由
は
、
民
法
第
一
九
七
三
条
に
定
め
ら
れ
た
事
由
に

　
よ
る
。

　
（
第
二
項
を
除
き
、
統
一
法
、
日
本
法
の
第
七
一
条
と
同
文
。
第
二
項
は
統
一

　
法
の
第
二
付
属
書
の
第
一
七
条
の
留
保
事
項
を
利
用
）
。

第
一
三
章
通
則

第
九
〇
条
　
満
期
が
法
定
の
休
日
に
あ
た
る
為
替
手
形
の
支
払
は
、
満
期

　
に
次
ぐ
第
一
の
取
引
日
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
こ
の
規
定
に
お

　
い
て
休
目
ま
た
は
非
取
引
目
と
は
、
信
用
機
関
の
職
員
の
非
就
労
日
を

　
謂
う
。
同
様
に
為
替
手
形
に
関
す
る
そ
の
他
の
行
為
、
と
く
に
引
受
の

　
呈
示
と
拒
絶
証
書
作
成
は
、
取
引
日
に
お
い
て
の
み
行
な
う
こ
と
が
で

　
き
る
。

　
　
末
日
を
法
定
の
休
目
と
す
る
一
定
の
期
間
内
に
前
項
の
行
為
を
行
な

　
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
当
該
期
間
は
そ
の
満
了
に
次
ぐ
第

　
一
の
取
引
日
ま
で
伸
長
さ
れ
る
．
期
間
中
の
休
目
は
期
間
に
算
入
さ
れ

　
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
七
二
条
に
一
致
す
る
が
、
「
信
用
機
関
の
職
員

　
の
非
就
労
日
」
と
い
う
文
言
は
統
一
法
の
第
二
付
属
書
第
一
八
条
の
留
保
事
項

　
を
利
用
）
。

第
九
一
条
　
法
定
の
期
間
ま
た
は
為
替
手
形
に
記
載
さ
れ
た
期
間
の
計
算

　
に
は
そ
の
初
日
を
算
入
し
な
い
。

　
　
恩
恵
日
は
、
法
律
上
の
も
の
で
あ
る
と
裁
判
上
の
も
の
で
あ
る
と
を

　
問
わ
ず
認
め
ら
れ
な
い
．

　
（
訳
注
。
第
一
項
は
統
一
法
、
日
本
法
の
第
七
三
条
に
一
致
。
第
二
項
は
第
七

　
四
条
に
一
致
）
。

第
九
二
条
　
本
法
に
お
い
て
、
為
替
手
形
に
関
す
る
限
り
、
地
（
一
轟
貰
）

　
と
は
特
定
地
ま
た
は
市
町
村
、
住
所
と
は
宛
所
（
旨
。
＆
9
）
ま
た
は
居

　
住
所
の
意
味
で
あ
る
。

　
（
訳
注
。
統
『
法
、
日
本
法
、
旧
法
に
も
該
当
条
文
の
な
い
定
義
条
文
）
。

第
九
三
条
　
為
替
手
形
の
文
言
の
変
造
（
葺
貫
琶
9
）
の
場
合
に
お
い
て

　
は
、
そ
の
変
造
後
の
署
名
老
は
変
造
し
た
文
言
に
従
っ
て
責
任
を
負
う
．

　
変
造
前
の
署
名
者
は
原
文
言
に
従
っ
て
責
任
を
負
う
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
六
九
条
に
一
致
）
。

第
一
四
章
約
束
手
形
（
冨
鴇
§

第
九
四
条
　
約
束
手
形
に
は
次
の
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
、
証
券
の
文
言
中
に
そ
の
証
券
の
作
成
に
用
い
ら
れ
た
言
語
を
も
っ

　
　
て
記
載
さ
れ
た
約
束
手
形
な
る
呼
称
。

　
二
．
ペ
セ
ー
タ
建
ま
た
は
公
的
相
場
を
認
め
ら
れ
た
交
換
性
外
貨
建
で

　
　
一
定
の
金
額
を
支
払
う
べ
き
旨
の
単
純
な
約
束
。

82



スペイン改正手形・小切手法（2・完）

　
三
、
満
期
の
表
示
．

　
四
、
支
払
が
な
さ
れ
る
べ
き
地
。

　
五
、
支
払
を
受
け
、
ま
た
は
支
払
を
受
け
る
者
を
指
図
す
る
者
の
名
称
。

　
六
．
約
束
手
形
を
振
出
す
日
お
よ
び
地
。

　
七
、
手
形
を
振
出
す
者
、
即
ち
振
出
人
の
署
名
。

　
（
訳
注
。
第
二
号
で
ス
ペ
イ
ン
現
行
為
替
管
理
法
上
の
指
定
通
貨
と
の
関
連
を

　
配
慮
し
た
ほ
か
は
、
統
一
法
、
日
本
法
の
第
七
五
条
に
一
致
）
。

第
九
五
条
　
前
条
に
掲
げ
た
事
項
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
証
券
は
、
約
束
手

　
形
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
但
し
、
次
の
数
項
に
規
定
す
る
場
合
は
こ
の

　
限
り
で
は
な
い
。

　
a
．
満
期
の
記
載
の
な
い
約
束
手
形
は
、
一
覧
払
と
み
な
さ
れ
る
。

　
b
．
特
別
の
記
載
が
な
い
限
り
、
振
出
地
は
支
払
地
か
つ
振
出
人
の
住

　
　
所
地
と
み
な
さ
れ
る
．

　
e
．
振
出
地
の
記
載
の
な
い
約
束
手
形
は
、
振
出
人
の
名
称
に
付
記
さ

　
　
れ
た
地
に
お
い
て
振
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
七
六
条
に
一
致
）
。

第
九
六
条
次
の
事
項
に
関
す
る
為
替
手
形
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
約
束

手
形
の
性
質
に
反
し
な
い
限
り
、
約
束
手
形
に
準
用
さ
れ
る
．

　
　
裏
書
（
第
一
四
条
な
い
し
第
二
四
条
）

　
　
満
期
（
第
三
八
条
な
い
し
第
四
二
条
）

　
　
支
払
（
第
四
三
条
、
第
四
五
条
な
い
し
第
四
八
条
）

　
　
支
払
拒
絶
に
伴
う
請
求
（
第
四
九
条
な
い
し
第
六
〇
条
、
第
六
二
条

　
な
い
し
第
六
八
条
）

参
加
支
払
（
第
七
〇
条
．
第
七
四
条
な
い
し
第
七
八
条
）

謄
本
（
第
八
二
条
お
よ
び
第
八
三
条
）

紛
失
、
盗
難
ま
た
は
滅
失
（
第
八
四
条
な
い
し
第
八
七
条
）

時
効
（
第
八
八
条
お
よ
び
第
八
九
条
）

期
間
の
計
算
お
よ
び
恩
恵
日
の
禁
止
（
第
九
〇
条
お
よ
び
第
九
一
条
）

地
お
よ
び
住
所
（
第
九
二
条
）

変
造
（
第
九
三
条
）

　
　
同
様
に
第
三
者
方
払
い
ま
た
は
支
払
人
の
住
所
地
と
異
な
る
地
に
お

　
い
て
支
払
わ
れ
る
為
替
手
形
に
関
す
る
規
定
（
第
五
条
お
よ
び
第
三
二

　
条
）
、
利
息
の
約
定
（
第
六
条
）
、
支
払
金
額
に
関
す
る
記
載
の
差
異

　
（
第
七
条
）
、
第
八
条
、
第
九
条
の
条
件
の
下
で
な
し
た
署
名
の
効
果
、

　
無
権
限
ま
た
は
権
限
を
超
え
て
な
し
た
署
名
の
効
果
（
第
一
〇
条
）
、

白
地
為
替
手
形
（
第
一
二
条
）
お
よ
び
そ
の
あ
り
得
る
補
箋
（
第
二
一
一

　
条
）
に
も
為
替
手
形
に
関
す
る
規
定
が
約
束
手
形
に
準
用
さ
れ
る
。

　
　
ま
た
保
証
に
関
す
る
規
定
（
第
三
五
条
な
い
し
第
三
七
条
）
も
約
束

手
形
に
準
用
さ
れ
る
．
第
三
六
条
最
終
項
に
規
定
さ
れ
た
場
合
に
お
い

　
て
、
何
人
の
た
め
に
保
証
を
し
た
か
が
表
示
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、

　
約
束
手
形
の
振
出
人
の
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　
（
訳
注
。
準
用
す
る
引
用
条
文
の
数
字
が
異
な
る
ほ
か
は
、
統
一
法
、
目
本
法

　
の
第
七
七
条
と
同
趣
旨
）
。

第
九
七
条
　
約
束
手
形
の
振
出
人
は
、
為
替
手
形
の
引
受
人
と
同
一
の
義

　
務
を
負
う
．
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一
覧
後
定
期
払
の
約
束
手
形
は
、
第
二
七
条
に
規
定
す
る
期
間
内
に

当
該
手
形
の
振
出
人
に
呈
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
覧
後
の
期
間

は
、
約
束
手
形
の
振
出
人
が
「
一
覧
」
も
し
く
は
そ
れ
に
相
当
す
る
文

言
を
記
載
し
た
日
よ
り
進
行
す
る
。
振
出
人
が
目
付
あ
る
一
覧
の
旨
の

記
載
を
拒
ん
だ
と
き
は
拒
絶
証
書
に
よ
っ
て
こ
れ
を
証
明
す
る
．
そ
の

日
付
は
一
覧
後
の
期
間
を
初
日
と
す
る
．

（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
七
八
条
と
同
趣
旨
）
。

第
一
五
章
法
の
抵
触

第
九
八
条
　
為
替
手
形
お
よ
び
指
図
式
の
約
束
手
形
に
よ
り
義
務
を
負
う

　
老
の
能
力
は
、
そ
の
本
国
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
。
そ
の
国
の
法
律
が

　
他
の
国
の
法
律
に
よ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
と
き
は
そ
の
他
国
の
法
律

　
が
適
用
さ
れ
る
．

　
　
前
項
に
掲
げ
る
法
律
に
よ
り
無
能
力
者
と
さ
れ
た
者
で
あ
っ
て
も
、

　
他
の
国
の
領
域
で
署
名
し
、
そ
の
国
の
法
律
に
よ
れ
ば
手
形
上
義
務
を

　
負
う
能
力
を
有
す
る
と
き
は
、
責
任
を
負
う
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
（
以
下
第
九
条
ま
で
は
手
形
法
抵
触
解
決
条
約
の
こ
と
）
第

　
二
条
第
一
項
第
二
項
、
日
本
法
第
八
八
条
と
同
文
）
。

第
九
九
条
　
為
替
手
形
お
よ
び
指
図
式
約
束
手
形
上
の
行
為
の
方
式
は
、

　
署
名
が
な
さ
れ
た
地
の
属
す
る
国
の
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
．

　
　
為
替
手
形
お
よ
び
指
図
式
約
束
手
形
上
の
行
為
が
前
項
の
規
定
に
よ

　
り
有
効
で
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
後
の
行
為
を
な
し
た
地
の
属
す
る

　
国
の
法
律
に
よ
っ
て
適
式
で
あ
る
と
き
、
前
の
行
為
の
不
適
式
は
後
の

行
為
を
妨
げ
る
こ
と
は
な
い
．

　
　
外
国
に
お
い
て
な
さ
れ
た
手
形
行
為
は
、
当
事
者
が
そ
の
国
の
法
律

　
に
よ
り
課
さ
れ
た
方
式
を
尊
重
し
、
か
つ
そ
れ
に
よ
る
請
求
権
が
そ
の

　
国
で
行
使
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
国
の
国
民
お
よ
び
居
住
者
間
で
有

効
で
あ
る
．

　
（
訳
注
。
統
一
法
第
三
条
、
日
本
法
第
八
九
条
と
同
趣
旨
）
。

第
一
〇
〇
条
　
為
替
手
形
の
引
受
人
お
よ
び
約
束
手
形
の
振
出
人
の
義
務

　
の
効
力
は
、
そ
の
証
券
の
支
払
地
の
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
．

　
　
前
項
に
掲
げ
る
者
以
外
の
為
替
手
形
ま
た
は
約
束
手
形
に
よ
り
債
務

　
を
負
う
者
の
署
名
よ
り
生
ず
る
効
力
は
、
そ
の
署
名
が
な
さ
れ
た
地
の

　
属
す
る
国
の
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
．

　
（
訳
注
。
統
一
法
第
四
条
、
第
二
項
但
し
書
を
除
き
日
本
法
第
九
〇
条
に
一
致
）
。

第
一
〇
一
条
　
遡
求
権
を
行
使
す
る
期
間
は
、
一
切
の
署
名
者
に
つ
き
手

　
形
の
振
出
地
の
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
第
五
条
、
日
本
法
第
九
〇
条
第
二
項
但
し
書
に
一
致
）
．

第
一
〇
二
条
　
証
券
の
振
出
地
の
法
律
は
、
為
替
手
形
の
所
持
人
が
証
券

　
の
振
出
の
原
因
と
な
る
債
権
を
取
得
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
．

　
（
訳
注
。
統
一
法
第
六
条
、
日
本
法
第
九
一
条
に
一
致
）
。

第
一
〇
三
条
　
為
替
手
形
の
支
払
地
の
属
す
る
国
の
法
律
は
、
引
受
が
手

　
形
金
額
の
一
部
に
制
限
し
う
る
か
否
か
、
ま
た
は
所
持
人
に
一
部
支
払

　
を
受
諾
す
る
義
務
が
あ
る
か
否
か
、
を
決
定
す
る
．

　
　
同
一
の
規
則
は
約
束
手
形
の
支
払
に
も
準
用
さ
れ
る
。

　
　
（
訳
注
。
統
一
法
第
七
条
、
日
本
法
第
九
二
条
に
一
致
）
。
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第
一
〇
四
条
　
拒
絶
証
書
の
方
式
お
よ
び
作
成
期
問
な
ら
び
に
為
替
手
形

　
上
お
よ
び
約
束
手
形
上
の
権
利
の
行
使
ま
た
は
保
存
に
必
要
な
そ
の
他

　
行
為
の
方
式
は
、
拒
絶
証
書
を
作
る
べ
き
地
ま
た
は
そ
の
行
為
を
な
す

　
べ
き
地
の
法
律
に
準
拠
す
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
第
八
条
、
日
本
法
第
九
三
条
に
一
致
）
。

第
一
〇
五
条
　
為
替
手
形
ま
た
は
約
束
手
形
の
支
払
地
が
属
す
る
国
の
法

　
律
は
、
為
替
手
形
ま
た
は
約
束
手
形
の
喪
失
ま
た
は
盗
難
の
場
合
に
執

　
る
べ
き
措
置
を
定
め
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
第
九
条
、
日
本
法
第
九
四
条
に
一
致
）
．

第
二
編
　
小
切
手

第
一
章
小
切
手
の
振
出
お
よ
び
方
式

第
－
〇
六
条
　
小
切
手
に
は
次
の
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
．
証
券
の
文
言
中
に
そ
の
証
券
の
作
成
に
用
い
ら
れ
た
言
語
を
も
っ

　
　
て
記
載
さ
れ
た
小
切
手
な
る
呼
称
。

　
二
，
ペ
セ
ー
タ
建
ま
た
は
公
的
相
場
を
認
め
ら
れ
た
交
換
可
能
外
貨
建

　
　
で
一
定
の
金
額
を
支
払
う
べ
き
旨
の
単
純
な
委
託
．

　
三
、
必
ず
銀
行
で
あ
る
、
支
払
を
為
す
べ
き
者
、
即
ち
支
払
人
の
名
称
。

　
四
、
支
払
地
．

　
五
，
小
切
手
を
振
出
す
日
お
よ
び
地
。

　
六
、
小
切
手
を
振
出
す
者
、
即
ち
振
出
人
の
署
名
．

（
訳
注
。
第
二
号
で
ス
ペ
イ
ン
現
行
為
替
管
理
法
上
の
指
定
通
貨
と
の
関
連
を

配
慮
し
、
第
三
号
で
支
払
人
を
銀
行
に
限
定
し
た
点
を
除
け
ぽ
、
統
一
法
（
以

下
第
五
七
条
ま
で
小
切
手
統
一
条
約
の
こ
と
）
、
日
本
法
（
以
下
第
八
一
条
ま

で
日
本
の
小
切
手
法
の
こ
と
）
の
第
一
条
に
一
致
）
．

第
［
〇
七
条
　
前
条
に
掲
げ
た
事
項
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
証
券
は
、
小
切

　
手
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
但
し
、
次
の
数
項
に
規
定
す
る
場
合
は
こ
の

　
限
り
で
は
な
い
。

　
a
．
支
払
人
の
名
称
に
付
記
し
た
地
は
特
別
の
表
示
が
な
い
限
り
、
支

　
　
払
地
と
み
な
さ
れ
る
．
数
箇
の
地
が
付
記
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
小

　
　
切
手
は
初
頭
に
記
載
さ
れ
た
地
に
お
い
て
支
払
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
b
．
前
項
の
記
載
ま
た
は
そ
の
他
な
ん
ら
の
表
示
の
な
い
小
切
手
は
．

　
　
振
出
地
に
お
い
て
支
払
わ
れ
る
も
の
と
す
る
．
支
払
人
が
振
出
地
に

　
　
な
ん
ら
か
の
営
業
所
を
持
た
な
い
場
合
に
は
、
支
払
人
が
主
た
る
営

　
　
業
所
を
有
す
る
地
に
お
い
て
支
払
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
c
．
振
出
地
の
記
載
が
な
い
小
切
手
は
、
振
出
人
の
名
称
に
付
記
さ
れ

　
　
た
地
に
お
い
て
振
出
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
．

　
（
訳
注
。
b
項
前
段
は
日
本
法
第
二
条
第
三
項
に
一
致
。
同
条
同
項
後
段
は
統

　
　
一
法
第
二
条
第
三
項
に
相
似
。
ぞ
の
他
は
統
一
法
、
日
本
法
第
二
条
に
一
致
）
。

第
一
〇
八
条
　
小
切
手
は
、
支
払
人
が
処
分
し
う
る
資
金
を
も
つ
銀
行
ま

　
た
は
信
用
機
関
に
宛
て
、
か
つ
振
出
人
が
資
金
を
小
切
手
に
よ
り
処
分

　
し
う
る
明
示
ま
た
は
黙
示
の
契
約
に
従
っ
て
振
出
さ
れ
る
．
但
し
、
こ

　
れ
ら
の
要
件
を
欠
く
場
合
も
、
支
払
人
の
銀
行
ま
た
は
信
用
機
関
の
要

　
件
を
除
き
、
証
券
は
小
切
手
と
し
て
有
効
で
あ
る
．
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適
正
に
振
出
さ
れ
た
小
切
手
が
回
収
の
た
め
呈
示
さ
れ
た
と
き
は
、

振
出
人
の
処
分
し
う
る
資
金
を
も
つ
支
払
人
は
、
こ
れ
を
支
払
う
義
務

を
有
す
る
。
処
分
し
う
る
資
金
が
小
切
手
金
額
の
一
部
分
で
あ
る
と
き

は
、
そ
の
金
額
を
引
渡
す
義
務
を
有
す
る
。

　
支
払
人
の
許
に
小
切
手
金
額
に
相
当
す
る
資
金
措
置
を
も
つ
こ
と
な

く
小
切
手
を
振
出
す
振
出
人
は
、
小
切
手
金
額
の
ほ
か
に
不
足
金
額
の

一
〇
〇
分
の
一
〇
を
加
算
、
か
つ
損
害
賠
償
金
と
共
に
、
支
払
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。

（
第
一
項
は
統
一
法
と
日
本
法
の
何
れ
と
も
若
干
表
現
を
異
に
す
る
が
、
そ
の

第
三
条
第
一
項
と
同
趣
旨
。
第
二
項
第
三
項
は
第
二
付
属
書
第
四
条
の
留
保
事

項
を
利
用
）
。

第
一
〇
九
条
　
小
切
手
を
引
受
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。
小
切
手
に
な
さ

　
れ
た
引
受
の
記
載
は
す
べ
て
．
記
載
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
．
日
本
法
の
第
四
条
に
一
致
）
。

第
一
一
〇
条
　
小
切
手
の
振
出
人
ま
た
は
所
持
人
は
、
支
払
銀
行
に
対
し
、

　
小
切
手
の
支
払
確
認
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
小
切
手
上
に
支
払
人
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
「
保
証
」
「
査
記
」
「
確

　
認
」
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
記
載
は
、
当
該
小
切
手
の
真
正
、
支
払
人

　
の
勘
定
に
お
け
る
十
分
な
資
金
の
有
高
を
保
証
す
る
も
の
と
な
る
。
支

　
払
人
は
、
前
記
の
記
載
の
な
か
に
定
め
ら
れ
た
期
間
内
、
ま
た
は
そ
れ

　
を
欠
く
と
き
に
は
、
第
一
三
五
条
に
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
小
切
手
の

　
呈
示
が
あ
っ
た
場
合
の
支
払
い
に
必
要
な
資
金
を
留
保
し
な
け
れ
ぽ
な

　
ら
な
い
。

　
　
支
払
確
認
は
日
付
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
つ
取
消
不
能

と
す
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
に
該
当
規
定
な
し
。
統
扁
法
第
二
付
属
書
第
六
条

　
の
留
保
事
項
を
利
用
）
。

第
一
一
一
条
　
小
切
手
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
支
払
わ
れ
る
た
め
振

　
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
a
．
記
名
式
ま
た
は
指
図
式
。

　
b
．
記
名
式
で
「
指
図
禁
止
（
ぎ
費
蜀
。
琶
窪
）
」
ま
た
は
こ
れ
と
同
一

　
　
の
意
義
の
文
言
を
記
載
。

　
c
．
持
参
人
払
。

　
　
記
名
式
の
小
切
手
で
「
ま
た
は
持
参
人
に
」
の
文
字
ま
た
は
こ
れ
と

　
同
一
の
意
義
を
有
す
る
文
言
を
記
載
し
た
も
の
は
、
持
参
人
払
小
切
手

　
と
み
な
す
。

　
　
回
収
の
た
め
呈
示
の
時
点
で
、
受
取
人
の
記
載
が
な
い
小
切
手
は
、

持
参
人
払
小
切
手
と
み
な
す
．

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
五
条
と
同
趣
旨
）
。

第
ニ
ニ
条
　
小
切
手
は
、
次
の
方
式
で
振
出
す
こ
と
が
で
ぎ
る
．

　
a
．
振
出
人
の
自
己
指
図
．

　
b
．
第
三
者
の
計
算
に
お
い
て
．

　
c
．
小
切
手
が
振
出
人
の
異
な
る
営
業
所
の
間
で
振
り
出
さ
れ
る
場
合

　
　
に
限
り
、
振
出
人
の
自
己
宛
．

　
（
訳
注
。
統
一
法
と
日
本
法
も
若
干
表
現
を
異
に
す
る
が
、
そ
の
第
六
条
と
伺
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趣
旨
）
。

第
一
＝
二
条
　
小
切
手
に
記
載
し
た
利
息
の
約
定
は
、
記
載
し
な
か
っ
た

　
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
目
本
法
第
七
条
に
一
致
）
。

第
二
四
条
　
小
切
手
は
、
支
払
人
の
住
所
地
で
あ
る
と
、
ま
た
は
そ
の

　
他
の
地
に
あ
る
と
を
問
わ
ず
第
三
者
の
住
所
で
支
払
う
よ
う
に
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
。
但
し
、
そ
の
第
三
者
は
銀
行
ま
た
は
信
用
機
関
で
な
け

　
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
（
訳
注
。
末
段
の
「
ま
た
は
信
用
機
関
」
を
除
き
、
統
一
法
、
日
本
法
の
第
八

　
条
に
一
致
）
。

第
一
一
五
条
　
小
切
手
の
金
額
を
文
字
お
よ
び
数
字
を
も
っ
て
記
載
し
た

　
場
合
に
、
そ
の
金
額
に
差
異
が
あ
る
と
き
は
、
文
字
を
以
っ
て
記
載
さ

　
れ
た
金
額
を
小
切
手
金
額
と
す
る
。

　
　
小
切
手
の
金
額
を
文
字
を
以
っ
て
、
ま
た
は
数
字
を
以
っ
て
重
複
し

　
て
記
載
し
た
場
合
、
そ
の
金
額
に
差
異
が
あ
る
と
き
は
、
最
小
金
額
を

　
小
切
手
金
額
と
す
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
九
条
に
一
致
）
。

第
二
六
条
　
小
切
手
に
、
小
切
手
債
務
を
負
担
す
る
能
力
の
な
い
者
の

　
署
名
、
偽
造
の
署
名
、
仮
設
人
の
署
名
ま
た
は
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り

　
小
切
手
の
署
名
者
も
し
く
は
そ
の
本
人
に
義
務
を
負
わ
し
め
る
こ
と
の

　
で
き
な
い
署
名
の
あ
る
場
合
も
、
そ
の
他
の
署
名
者
の
債
務
は
そ
の
為

　
に
効
力
を
妨
げ
ら
れ
な
い
．

　
　
本
法
第
九
条
の
規
定
は
小
切
手
に
も
準
用
さ
れ
る
。

　
（
訳
注
。
第
二
項
を
除
き
、
統
一
法
、
日
本
法
の
第
一
〇
条
に
一
致
）
。

第
一
一
七
条
　
代
理
権
を
持
た
な
い
者
が
代
理
人
と
し
て
小
切
手
に
署
名

　
し
た
と
き
は
、
自
ら
そ
の
小
切
手
に
よ
り
義
務
を
負
う
。
そ
の
者
が
小

　
切
手
を
支
払
っ
た
と
き
に
は
、
本
人
が
支
払
っ
た
と
き
に
得
る
権
利
と

　
同
じ
権
利
を
得
る
．
代
理
人
が
権
限
を
逸
脱
し
た
場
合
に
は
、
本
来
の

権
限
の
範
囲
内
に
お
け
る
本
人
の
小
切
手
上
の
責
任
を
害
さ
な
い
限
り
、

　
同
様
に
み
な
さ
れ
る
。

　
（
訳
注
。
末
段
の
「
…
…
害
さ
な
い
限
り
」
云
々
の
挿
入
句
を
除
ぎ
、
統
一
法
．

　
日
本
法
の
第
二
条
に
一
致
）
。

第
一
一
八
条
　
振
出
人
は
支
払
を
担
保
す
る
。
振
出
人
が
支
払
を
担
保
し

　
な
い
旨
の
文
言
は
す
べ
て
、
記
載
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
一
二
条
に
一
致
）
。

第
一
一
九
条
　
未
完
成
で
振
出
さ
れ
た
小
切
手
に
あ
ら
か
じ
め
行
な
わ
れ

　
た
合
意
と
異
な
る
補
充
が
加
え
ら
れ
た
場
合
、
そ
の
合
意
の
違
反
を
も

　
っ
て
所
持
人
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
．
但
し
、
所
持
人
が
悪
意

　
ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
そ
の
小
切
手
を
取
得
し
た
場
合
は
こ
の
限

　
り
で
は
な
い
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
第
一
三
条
に
一
致
）
。

第
二
章
　
譲
　
渡

第
一
二
〇
条
　
持
参
人
払
の
小
切
手
は
、
引
渡
し
ま
た
は
交
付
に
よ
り
譲

　
渡
さ
れ
る
．

　
　
記
名
式
ま
た
は
指
図
式
の
小
切
手
は
、
裏
書
に
よ
っ
て
譲
渡
す
る
こ
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と
が
で
き
る
。

　
　
記
名
式
小
切
手
で
あ
っ
て
「
指
図
禁
止
」
ま
た
は
こ
れ
と
同
一
の
意

義
を
有
す
る
文
言
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
指
名
債
権
譲
渡
の
方

式
に
従
い
、
か
つ
そ
の
効
力
を
も
っ
て
し
か
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
な

　
い
。

　
　
裏
書
は
、
振
出
人
ま
た
は
そ
の
他
の
債
務
者
に
対
し
て
も
な
す
こ
と

　
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
者
は
更
に
小
切
手
を
裏
書
き
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
。

　
（
訳
注
。
第
一
項
を
除
き
、
統
一
法
、
日
本
法
の
第
一
四
条
に
一
致
）
。

第
＝
二
条
　
裏
書
は
、
小
切
手
の
全
額
か
つ
単
純
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。
裏
書
に
付
さ
れ
た
条
件
は
、
記
載
し
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ

　
る
。
一
部
の
裏
書
お
よ
び
支
払
人
に
よ
る
裏
書
は
無
効
と
す
る
。
持
参

　
人
払
の
裏
書
は
白
地
裏
書
と
同
一
で
あ
る
．

　
　
支
払
人
に
対
す
る
裏
書
は
、
受
取
証
書
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
．

　
但
し
、
支
払
人
が
数
箇
の
営
業
所
を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
、
小
切
手

　
が
振
宛
て
ら
れ
た
営
業
所
以
外
の
営
業
所
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
裏
書

　
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
一
五
条
と
同
趣
旨
）
。

第
一
一
＝
一
条
　
裏
書
は
、
小
切
手
ま
た
は
そ
の
補
箋
上
に
記
載
さ
れ
ね
ば

　
な
ら
ず
．
か
つ
裏
書
人
に
よ
り
署
名
さ
れ
る
も
の
と
す
る
．

　
　
被
裏
書
人
を
指
定
し
な
い
裏
書
ま
た
は
裏
書
人
の
署
名
の
み
あ
る
裏

　
書
は
、
白
地
裏
書
（
。
＆
。
8
雪
亘
導
8
）
で
あ
る
。
こ
の
後
の
場
合
に

　
お
い
て
裏
書
が
効
力
を
有
す
る
た
め
に
は
、
小
切
手
の
裏
面
に
な
さ
れ

　
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
（
訳
注
。
第
二
項
末
段
に
「
ま
た
は
補
箋
に
」
と
い
う
字
句
を
欠
く
ほ
か
は
、

　
統
一
法
、
日
本
法
の
第
一
六
条
に
一
致
）
．

第
＝
［
三
条
　
裏
書
は
、
小
切
手
よ
り
生
ず
る
一
切
の
権
利
を
移
転
す
る
。

　
　
裏
書
が
白
地
式
で
あ
る
と
き
、
所
持
人
は
、

　
一
、
自
己
の
名
称
ま
た
は
他
人
の
名
称
に
よ
っ
て
白
地
を
補
充
す
る
こ

　
　
と
が
で
き
る
．

　
二
、
白
地
式
に
よ
り
、
ま
た
は
他
人
を
表
示
し
て
更
に
小
切
手
を
裏
書

　
　
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

　
三
、
白
地
を
補
充
せ
ず
、
か
つ
裏
書
も
し
な
い
で
、
小
切
手
を
第
三
者

　
　
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
目
本
法
の
第
一
七
条
に
一
致
）
。

第
一
二
四
条
　
裏
書
人
は
、
反
対
の
文
言
が
な
い
限
り
、
爾
後
の
所
持
人

　
に
対
し
支
払
を
担
保
す
る
。

　
　
裏
書
人
は
新
た
な
裏
書
を
禁
ず
る
こ
と
が
で
き
る
．
こ
の
場
合
に
お

　
い
て
は
、
そ
の
裏
書
人
は
小
切
手
の
爾
後
の
被
裏
書
人
に
対
し
て
は
担

　
保
の
責
任
を
負
わ
な
い
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
一
八
条
と
同
趣
旨
）
。

第
＝
一
五
条
　
小
切
手
の
占
有
者
が
裏
書
の
連
続
に
よ
り
そ
の
権
利
を
証

　
明
す
る
と
き
は
、
適
法
な
所
持
人
と
み
な
さ
れ
る
。
最
後
の
裏
書
が
白

　
地
式
で
あ
っ
て
も
ま
た
同
様
で
あ
る
．
抹
消
し
た
裏
書
は
こ
の
関
係
に

　
お
い
て
は
記
載
し
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
白
地
式
裏
書
に
次
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い
で
他
の
裏
書
が
あ
る
場
合
、
こ
の
署
名
者
は
、
白
地
裏
書
に
よ
り
そ

　
の
小
切
手
を
取
得
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
一
九
条
に
一
致
）
．

第
｝
二
六
条
　
持
参
人
払
式
小
切
手
に
裏
書
を
行
な
っ
た
と
き
は
、
裏
書

　
人
は
遡
求
に
関
す
る
規
定
に
従
い
責
任
を
負
う
。
但
し
、
こ
の
た
め
に

証
券
が
指
図
式
小
切
手
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
二
〇
条
に
一
致
）
。

第
＝
一
七
条
　
事
由
の
如
何
を
間
わ
ず
、
小
切
手
の
占
有
を
失
っ
た
者
が

　
あ
る
と
き
に
、
そ
の
新
た
な
所
持
人
は
、
小
切
手
が
持
参
人
払
の
も
の

　
で
あ
れ
そ
の
権
利
を
正
当
化
で
き
る
裏
書
可
能
小
切
手
で
あ
れ
、
こ
の

　
小
切
手
を
善
意
で
取
得
し
て
い
る
限
り
こ
れ
を
返
還
す
る
義
務
を
負
わ

　
な
い
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
U
二
条
と
同
趣
旨
）
。

第
一
二
八
条
　
小
切
手
に
よ
り
請
求
を
受
け
た
者
は
、
振
出
人
ま
た
は
所

　
持
人
の
前
者
に
対
す
る
人
的
関
係
に
基
づ
く
抗
弁
を
も
っ
て
所
持
人
に

　
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
但
し
、
所
持
人
が
そ
の
債
務
者
を
害
す

　
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
小
切
手
を
取
得
し
た
と
き
は
こ
の
限
り
で
は
な

　
い
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
二
二
条
に
一
致
）
。

第
一
二
九
条
　
裏
書
に
「
回
収
の
為
」
「
取
立
の
為
」
「
代
理
の
為
」
そ
の

　
他
単
な
る
委
任
を
示
す
文
言
の
あ
る
場
合
、
所
持
人
は
小
切
手
よ
り
生

　
じ
る
一
切
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
所
持
人
は
、

　
取
立
委
任
の
た
め
に
し
か
裏
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
．

　
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
．
債
務
者
は
裏
書
人
に
対
抗
し
う
る
抗
弁
を

　
も
っ
て
の
み
所
持
人
に
対
し
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
代
理
の
為
の
裏
書
に
よ
る
委
任
は
、
委
任
者
が
死
亡
ま
た
は
そ
の
者

　
が
無
能
力
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
終
了
し
な
い
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
。
日
本
法
の
第
二
三
条
と
同
趣
旨
）
。

第
＝
二
〇
条
　
拒
絶
証
書
も
し
く
は
こ
れ
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
宣
言

　
の
作
成
後
の
裏
書
ま
た
は
呈
示
期
間
経
過
後
の
裏
書
は
、
指
名
債
権
の

　
譲
渡
の
効
力
の
み
を
有
す
る
。

　
　
日
付
の
記
載
の
な
い
裏
書
は
．
反
証
の
な
い
限
り
、
拒
絶
証
書
も
し

　
く
は
こ
れ
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
宣
言
の
作
成
前
ま
た
は
前
項
の
期

　
間
の
終
了
以
前
に
な
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
二
四
条
と
同
趣
旨
）
．

第
三
章
保
証

第
＝
閣
二
条
　
小
切
手
の
支
払
は
、
そ
の
金
額
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ

　
い
て
保
証
に
よ
っ
て
担
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
前
項
の
保
証
は
、
支
払
人
を
除
く
第
三
者
ま
た
は
小
切
手
に
既
に
署

　
名
し
て
い
る
者
も
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
二
五
条
に
一
致
）
。

第
＝
ニ
ニ
条
　
保
証
は
、
小
切
手
ま
た
は
補
箋
に
な
さ
れ
る
。
保
証
は
、

　
「
保
証
」
そ
の
他
こ
れ
と
同
一
の
意
義
を
有
す
る
文
字
を
も
っ
て
表
示

　
さ
れ
、
保
証
人
に
よ
り
署
名
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
小
切
手
の
表
面
に
な
さ
れ
た
単
な
る
署
名
は
、
保
証
と
み
な
さ
れ
る
。
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但
し
、
振
出
人
の
署
名
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
　
保
証
に
は
誰
の
為
に
こ
れ
を
な
す
か
を
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。
こ

　
の
表
示
を
欠
け
ば
、
振
出
人
が
保
証
を
得
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

　
（
訳
注
．
統
一
法
．
日
本
法
の
第
二
六
条
と
同
趣
旨
）
。

第
＝
二
ー
二
条
　
保
証
人
は
被
保
証
人
と
同
一
の
責
任
を
負
い
．
か
つ
被
保

　
証
人
の
人
的
抗
弁
を
も
っ
て
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
保
証
は
そ

　
の
担
保
し
た
債
務
が
、
方
式
の
環
疵
を
除
ぎ
、
他
の
い
か
な
る
事
由
に

　
よ
り
無
効
と
な
っ
た
と
き
と
錐
も
、
有
効
で
あ
る
．

　
　
保
証
人
が
小
切
手
を
支
払
っ
た
と
き
は
、
被
保
証
人
お
よ
び
被
保
証

　
人
の
小
切
手
上
の
債
務
者
に
対
し
て
小
切
手
よ
り
生
じ
る
権
利
を
取
得

　
す
る
．

　
（
訳
注
。
第
一
項
の
被
保
証
人
の
人
的
抗
弁
を
も
っ
て
対
抗
で
き
な
い
旨
の
文

　
言
を
除
き
、
統
一
法
、
日
本
法
の
第
二
七
条
と
同
趣
旨
）
。

第
四
章
　
呈
示
お
よ
び
支
払

第
＝
二
四
条
　
小
切
手
は
一
覧
払
と
す
る
．
こ
れ
に
反
す
る
一
切
の
記
載

　
は
、
記
載
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　
　
振
出
の
日
付
と
し
て
記
載
し
た
日
よ
り
前
に
支
払
の
為
呈
示
し
た
小

　
切
手
は
．
呈
示
の
日
に
支
払
う
べ
き
も
の
と
す
る
．

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
第
二
八
条
に
一
致
）
。

第
＝
二
五
条
　
ス
ペ
イ
ソ
国
内
で
振
出
さ
れ
、
か
つ
支
払
わ
れ
る
小
切
手

　
は
、
一
五
目
以
内
に
支
払
の
為
呈
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
外
国
で
振
出
さ
れ
、
ス
ペ
イ
ソ
倒
内
で
支
払
わ
れ
る
小
切
手
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
振
出
さ
れ
た
場
合
は
二
〇
日
以
内
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
で

振
出
さ
れ
た
場
合
は
六
〇
日
以
内
に
呈
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
前
二
項
の
期
間
は
、
休
祭
目
を
除
外
せ
ず
、
振
出
日
と
し
て
小
切
手

に
記
載
し
た
日
付
を
起
算
日
と
し
て
算
定
さ
れ
る
。
但
し
、
支
払
日
が

休
祭
日
に
あ
た
る
と
き
は
、
小
切
手
の
支
払
日
は
そ
れ
に
次
ぐ
最
初
の

取
引
日
と
す
る
。

（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
二
九
条
と
概
ね
同
趣
旨
だ
が
、
最
終
項
の
、

休
祭
日
を
除
外
し
な
い
旨
の
文
言
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
但
し
書
が
異
な
り
、
か

つ
支
払
呈
示
期
間
の
伸
長
は
統
一
法
第
二
付
属
書
第
一
四
条
の
留
保
事
項
を
利

用
．
第
一
項
の
一
五
日
以
内
は
、
統
一
法
の
八
日
以
内
、
日
本
法
の
十
日
内
の

い
ず
れ
よ
り
も
長
い
）
。

第
＝
二
六
条
　
小
切
手
が
暦
の
異
な
る
二
地
の
間
で
振
出
さ
れ
た
と
き
は
、

　
振
出
日
を
支
払
地
の
暦
の
応
当
日
に
換
え
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
第
三
〇
条
に
一
致
）
。

第
＝
二
七
条
　
手
形
交
換
所
に
対
す
る
小
切
手
の
呈
示
は
、
支
払
の
為
の

　
呈
示
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
。

　
（
訳
注
、
統
一
法
、
日
本
法
の
第
三
一
条
に
一
致
）
。

第
＝
二
八
条
　
小
切
手
の
取
消
は
、
呈
示
期
間
経
過
後
で
な
け
れ
ぽ
効
力

　
を
生
じ
な
い
。

　
　
取
消
が
な
い
と
き
は
．
支
払
人
は
期
間
経
過
後
と
難
も
支
払
を
行
な

　
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
小
切
手
の
紛
失
ま
た
は
不
法
な
剥
奪
の
場
合
に
お
い
て
は
、
振
出
人

　
は
そ
の
支
払
に
対
し
て
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
訳
注
。
第
三
項
を
除
き
、
統
一
法
．
日
本
法
の
第
三
二
条
と
同
趣
旨
。
第
三

　
項
は
統
一
法
第
二
付
属
書
の
第
一
六
条
の
留
保
事
項
を
利
用
）
。

第
＝
二
九
条
　
振
出
の
後
．
振
出
人
が
死
亡
し
、
ま
た
は
能
力
を
失
っ
て

　
も
、
小
切
手
の
効
力
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
第
三
三
条
に
一
致
）
。

第
一
四
〇
条
　
支
払
人
は
、
小
切
手
の
支
払
に
際
し
て
、
所
持
人
に
対
し

　
小
切
手
に
受
取
を
証
す
る
記
載
を
し
て
交
付
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
請

　
求
で
き
る
。
期
日
経
過
後
に
支
払
人
が
所
持
し
て
い
る
小
切
手
は
支
払

　
済
み
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
　
所
持
人
は
、
一
部
支
払
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　
一
部
支
払
の
場
合
に
お
い
て
は
、
支
払
人
は
そ
の
支
払
が
あ
っ
た
旨

　
の
小
切
手
上
の
記
載
お
よ
び
受
取
証
書
の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

　
ぎ
る
。

　
（
訳
注
。
第
一
項
の
後
段
を
除
き
、
統
一
法
、
日
本
法
の
第
三
四
条
と
同
趣
旨
）
。

第
一
四
一
条
　
裏
書
が
な
さ
れ
た
小
切
手
を
支
払
う
支
払
人
は
、
裏
書
の

　
連
続
の
整
否
を
調
査
す
る
義
務
が
あ
る
が
、
裏
書
人
の
署
名
の
真
正
性

　
を
調
査
す
る
義
務
は
な
い
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
三
五
条
と
同
文
）
。

第
一
四
二
条
　
公
的
相
場
を
認
め
ら
れ
た
交
換
可
能
外
国
通
貨
建
で
振
出

　
さ
れ
た
小
切
手
の
支
払
は
、
当
該
通
貨
に
よ
る
支
払
が
為
替
管
理
法
に

　
基
づ
き
許
可
さ
れ
、
ま
た
は
認
可
さ
れ
て
い
る
限
り
、
呈
示
期
限
に
当

　
該
外
貨
に
よ
り
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
．

　
　
債
務
老
の
責
に
帰
し
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
約
定
外
貨
に
ょ
る
支
払

が
可
能
で
な
い
場
合
に
は
、
債
務
者
は
小
切
手
に
表
示
さ
れ
た
外
貨
額

の
ペ
セ
ー
タ
相
当
額
を
呈
示
日
に
お
け
る
為
替
売
相
場
に
よ
り
換
算
し

支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
．
呈
示
に
対
し
て
小
切
手
が
支
払
わ
れ
な
か
っ

た
と
き
は
、
所
持
人
は
、
呈
示
日
ま
た
は
支
払
日
の
為
替
売
相
場
に
よ

り
換
算
し
た
ペ
セ
ー
タ
相
当
額
を
選
択
の
上
、
支
払
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
振
出
国
と
支
払
国
に
お
い
て
同
名
異
価
を
有
す
る
通
貨
に
よ
っ
て
小

切
手
の
金
額
が
表
示
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
支
払
地
の
通
貨
に
よ
り
定

め
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（
訳
注
。
統
一
法
第
三
六
条
を
べ
ー
ス
と
し
な
が
ら
ス
ペ
イ
ン
の
為
替
管
理
法

に
調
整
）
。第

五
章

線
引
小
切
手
お
よ
び
計
算
小
切
手

（
昌
β
ま
蜜
蚕
菩
g
畦
窪
窪
o
暮
”
）

第
一
四
三
条
　
小
切
手
の
振
出
人
ま
た
は
所
持
人
は
、
小
切
手
の
表
面
に

　
二
条
の
平
行
線
を
引
く
こ
と
に
よ
り
線
引
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

　
　
線
引
小
切
手
は
、
一
般
（
鷺
ま
邑
）
ま
た
は
特
定
（
§
8
巨
）
と
す

　
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
条
の
線
内
に
な
ん
ら
の
指
示
も
な
い
場
合
ま
た

　
は
「
銀
行
」
お
よ
び
「
会
社
」
も
し
く
は
こ
れ
と
同
様
の
文
字
が
あ
る

　
と
ぎ
は
一
般
線
引
で
あ
る
。
二
条
の
線
内
に
特
定
の
銀
行
名
を
記
載
し

　
た
と
き
は
特
定
線
引
で
あ
る
．

　
　
一
般
線
引
は
特
定
線
引
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
特
定
線
引

　
は
一
般
線
引
に
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
．
一
切
の
抹
消
は
な
さ
れ
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な
か
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
．

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
三
七
条
と
同
趣
旨
）
。

第
一
四
四
条
　
支
払
人
は
、
銀
行
ま
た
は
支
払
人
の
取
引
先
以
外
に
は
一

　
般
線
引
小
切
手
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　
支
払
人
は
、
被
指
定
銀
行
ま
た
は
被
指
定
銀
行
が
支
払
人
の
場
合
は

　
自
己
の
取
引
先
に
対
し
て
の
み
特
定
線
引
小
切
手
を
支
払
う
こ
と
が
で

　
き
る
．
但
し
、
被
指
定
銀
行
は
、
他
行
に
小
切
手
の
取
立
を
さ
せ
る
こ

　
と
が
で
き
る
。

　
　
銀
行
は
、
自
己
の
取
引
先
ま
た
は
他
の
銀
行
よ
り
の
み
線
引
小
切
手

　
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
銀
行
は
、
前
記
の
者
以
外
の
者
の
為
に

　
線
引
小
切
手
の
取
立
を
行
な
う
こ
と
は
で
き
な
い
．

　
　
数
箇
の
特
定
線
引
が
あ
る
線
引
小
切
手
は
、
支
払
人
が
こ
れ
を
支
払

　
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
但
し
、
二
箇
の
線
引
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

　
そ
の
一
つ
が
手
形
交
換
所
に
お
け
る
取
立
の
為
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で

　
あ
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
　
前
四
項
の
規
定
を
遵
守
し
な
い
支
払
人
ま
た
は
銀
行
は
、
そ
れ
に
よ

　
っ
て
発
生
し
た
損
害
に
つ
い
て
、
小
切
手
の
金
額
に
達
す
る
ま
で
賠
償

　
の
責
任
を
負
う
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
第
三
八
条
に
一
致
）
。

第
一
四
五
条
支
払
人
ま
た
は
所
持
人
は
、
小
切
手
の
表
面
に
「
計
算
の

　
為
」
の
文
字
ま
た
は
同
一
の
意
義
を
有
す
る
文
言
を
斜
に
記
載
す
る
こ

　
と
に
よ
り
現
金
に
よ
る
支
払
を
禁
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
前
項
の
場
合
、
支
払
人
は
、
そ
の
経
理
上
の
仕
訳
（
琶
①
暮
。
）
に
よ

っ
て
の
み
小
切
手
の
支
払
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
仕
訳
が
支
払

と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
。

　
「
計
算
の
為
」
の
文
言
の
抹
消
は
す
べ
て
、
抹
消
し
な
か
っ
た
も
の

と
み
な
さ
れ
る
．

　
前
三
項
の
規
定
を
遵
守
し
な
い
支
払
人
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
発
生
し

た
損
害
に
つ
い
て
、
小
切
手
の
金
額
に
達
す
る
ま
で
賠
償
の
責
任
を
負

う
。

（
訳
注
。
統
一
法
第
三
九
条
と
同
趣
旨
。
日
本
法
は
第
三
九
条
を
削
除
。
第
七

四
条
で
振
出
地
が
外
国
、
支
払
地
が
日
本
の
場
合
に
限
定
し
て
規
定
）
。

第
六
章
支
払
拒
絶
に
よ
る
遡
求

第
一
四
穴
条
　
適
法
の
時
期
に
呈
示
し
た
小
切
手
の
支
払
が
な
か
っ
た
場

　
合
に
、
次
の
い
ず
れ
か
の
手
段
に
よ
っ
て
支
払
拒
絶
が
証
明
さ
れ
た
と

　
き
は
、
裏
書
人
、
振
出
人
お
よ
び
そ
の
他
の
債
務
者
に
対
し
て
そ
の
遡

　
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
a
．
公
正
証
書
化
し
た
拒
絶
証
書
に
よ
っ
て
。

　
b
．
小
切
手
に
呈
示
の
目
を
表
示
し
て
記
載
し
、
か
つ
日
付
を
付
し
た

　
　
支
払
人
の
宣
言
に
よ
っ
て
．

　
c
．
適
法
の
時
期
に
小
切
手
を
呈
示
し
た
が
、
そ
の
支
払
が
な
か
っ
た

　
　
旨
を
証
明
し
、
か
つ
日
付
を
付
し
た
手
形
交
換
所
の
宣
言
に
よ
っ
て
。

　
所
持
人
は
，

作
成
さ
れ
ず
、

小
切
手
が
適
時
に
呈
示
さ
れ
ず
、
ま
た
は
拒
絶
証
書
が

も
し
く
は
そ
れ
と
同
一
の
効
力
を
も
つ
宣
言
が
な
さ
れ
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な
い
場
合
と
錐
も
、
振
出
人
に
対
し
て
請
求
す
る
権
利
を
保
留
す
る
．

　
呈
示
期
間
を
経
過
し
て
お
り
、
支
払
人
の
支
払
不
能
（
富
号
窪
。
ε
の

　
た
め
に
支
払
人
が
手
持
資
金
を
欠
く
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
所
持
人
は

　
上
記
の
よ
う
な
権
利
を
失
う
。

　
（
訳
注
。
第
三
項
を
除
き
、
統
一
法
第
四
〇
条
、
日
本
法
第
三
九
条
に
一
致
）
。

第
一
四
七
条
　
拒
絶
証
書
ま
た
は
こ
れ
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
宣
言
は
、

　
呈
示
期
間
経
過
前
に
作
成
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
．
呈
示
が
期
間
の
末
日

　
に
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
拒
絶
証
書
ま
た
は
こ
れ
と
同
一
の
効
力
を
有

　
す
る
宣
言
は
こ
れ
に
次
ぐ
二
取
引
日
以
内
に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

　
　
小
切
手
本
来
の
性
質
に
抵
触
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
拒
絶
証
書
、

　
通
知
義
務
、
「
無
費
用
償
還
」
ま
た
は
「
拒
絶
証
書
不
要
」
の
条
項
に

　
つ
い
て
、
為
替
手
形
に
関
す
る
第
五
一
条
か
ら
第
五
六
条
ま
で
の
規
定

　
が
小
切
手
に
準
用
さ
れ
る
．

　
（
訳
注
。
第
一
項
は
統
一
法
の
第
四
一
条
、
日
本
法
第
四
〇
条
と
同
趣
旨
だ
が
、

　
「
一
取
引
日
」
を
「
二
取
引
日
」
に
変
え
た
と
こ
ろ
が
一
特
色
。
第
二
項
は
、

　
統
一
法
第
四
二
条
、
第
四
三
条
の
趣
旨
を
吸
収
。
日
本
法
の
第
四
一
条
、
第
四

　
二
条
に
相
当
）
。

第
一
四
八
条
　
小
切
手
を
振
出
し
、
裏
書
ま
た
は
保
証
し
た
者
は
、
所
持

　
人
に
対
し
て
合
同
し
て
責
任
を
負
う
。

　
　
所
持
人
は
、
前
項
の
債
務
者
に
対
し
て
、
そ
の
債
務
を
負
っ
て
い
る

　
順
序
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
別
ま
た
は
共
同
に
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
．

　
　
小
切
手
の
署
名
者
で
あ
っ
て
こ
れ
を
受
戻
し
た
者
も
同
一
の
権
利
を

有
す
る
．

　
　
債
務
者
の
一
人
に
対
す
る
請
求
は
、
他
の
債
務
者
に
対
す
る
請
求
を

　
妨
げ
な
い
。
最
初
に
請
求
を
受
け
た
者
の
後
者
に
対
し
て
も
請
求
で
き

　
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
第
四
四
条
、
日
本
法
第
四
三
条
に
一
致
）
。

第
一
四
九
条
　
所
持
人
は
、
遡
求
権
を
行
使
さ
れ
る
者
に
対
し
て
次
の
金

　
額
を
請
求
で
き
る
。

　
一
、
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
小
切
手
の
金
額
。

　
二
、
法
定
利
率
に
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
加
算
し
た
利
率
に
よ
り
計
算
さ
れ

　
　
た
呈
示
目
以
後
の
利
息
．

　
三
、
拒
絶
証
書
作
成
と
通
知
を
含
む
費
用
。

　
四
、
小
切
手
が
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
金
額
の
一
〇
パ
1
セ
ソ
ト
お
よ
び

　
　
支
払
人
の
手
持
資
金
が
な
い
ま
ま
小
切
手
を
振
出
し
た
振
出
人
に
対

　
　
す
る
遡
求
権
が
行
使
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
第
一
〇
八
条
末
項
に
か

　
　
か
わ
る
損
害
の
賠
償
金
。

　
（
訳
注
。
第
二
号
の
利
率
に
つ
い
て
は
、
統
一
法
第
二
付
属
書
の
第
二
三
条
の

　
留
保
事
項
を
利
用
。
そ
の
他
は
第
四
号
を
除
き
、
統
一
法
第
四
五
条
、
日
本
法

　
第
四
四
条
に
一
致
）
。

第
一
五
〇
条
　
小
切
手
を
受
戻
し
た
者
は
、
そ
の
前
者
に
対
し
て
次
の
金

　
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

　
一
、
支
払
っ
た
総
金
額

　
二
、
法
定
利
率
に
ニ
パ
ー
セ
ソ
ト
を
加
算
し
た
利
率
に
よ
り
計
算
さ
れ

　
　
た
受
戻
日
以
後
の
利
息

　
三
、
そ
の
支
出
し
た
費
用
．
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（
訳
注
。
第
二
号
の
利
率
は
前
条
第
二
号
と
同
じ
事
情
。
そ
の
他
は
統
一
法
第

　
四
六
条
、
日
本
法
第
四
五
条
に
一
致
）
。

第
口
五
一
条
　
遡
求
を
受
け
た
、
ま
た
は
受
け
る
こ
と
あ
る
べ
き
債
務
者

　
は
、
支
払
と
引
換
に
拒
絶
証
書
、
場
合
に
よ
っ
て
は
受
取
を
証
す
る
計

算
書
と
共
に
小
切
手
の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

　
　
小
切
手
を
受
戻
し
た
裏
書
人
は
、
自
己
お
よ
び
後
者
の
裏
書
を
抹
消

　
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
第
四
七
条
、
日
本
法
第
四
六
条
に
一
致
）
。

第
一
五
二
条
　
不
可
抗
力
に
よ
り
法
定
の
期
間
内
に
小
切
手
の
呈
示
ま
た

　
は
拒
絶
証
書
も
し
く
は
こ
れ
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
宣
言
の
作
成
が

　
不
可
能
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
期
問
は
伸
長
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ

　
る
。

　
　
所
持
人
は
、
遅
滞
な
く
自
己
の
裏
書
人
お
よ
び
持
参
人
払
小
切
手
の

　
場
合
は
振
出
人
に
、
不
可
抗
力
を
通
知
し
、
か
つ
こ
の
通
知
を
小
切
手

　
に
記
載
し
、
日
付
を
付
し
て
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
こ
の
場
合

　
に
、
第
五
五
条
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
。

　
　
不
可
抗
力
が
止
ん
だ
と
き
は
、
所
持
人
は
遅
滞
な
く
支
払
の
た
め
小

　
切
手
を
呈
示
し
、
か
つ
必
要
あ
る
と
き
は
拒
絶
証
書
を
作
成
さ
せ
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
所
持
人
が
裏
書
人
に
不
可
抗
力
を
通
知
し
た
日
付
か
ら
起
算
し
て
一

　
五
目
以
上
不
可
抗
力
が
続
い
た
と
き
は
、
そ
の
通
知
を
呈
示
期
間
経
過

　
前
に
行
な
っ
た
場
合
と
難
も
、
呈
示
、
拒
絶
証
書
も
し
く
は
こ
れ
と
同

　
一
の
効
力
を
有
す
る
宣
言
を
作
成
す
る
必
要
な
し
に
遡
求
権
を
行
使
す

　
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
　
所
持
人
ま
た
は
所
持
人
が
小
切
手
の
呈
示
ま
た
は
拒
絶
証
書
も
し
く

　
は
こ
れ
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
宣
言
の
作
成
を
委
任
し
た
者
に
つ
い

　
て
の
単
純
な
人
的
事
由
は
不
可
抗
力
を
構
成
す
る
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
第
四
八
条
、
日
本
法
第
四
七
条
と
一
致
）
。

第
一
五
三
条
　
為
替
手
形
上
の
請
求
権
の
行
使
に
関
す
る
第
六
六
条
か
ら

第
六
八
条
ま
で
の
規
定
は
、
小
切
手
に
対
し
て
も
準
用
さ
れ
る
。

　
　
同
様
に
本
法
第
六
五
条
の
手
形
上
お
よ
び
原
因
関
係
に
も
と
づ
く
請

　
求
権
の
消
滅
に
関
す
る
規
定
は
小
切
手
り
所
持
人
に
も
準
用
さ
れ
る
。

第
七
章
　
小
切
手
の
紛
失
、
盗
難
ま
た
は
滅
失

第
閑
五
四
条
　
小
切
手
の
紛
失
、
盗
難
ま
た
は
滅
失
の
場
合
に
お
い
て
は
、

小
切
手
を
喪
失
し
た
所
持
人
は
、
第
三
者
に
対
し
て
そ
の
小
切
手
が
支

　
払
わ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
そ
の
小
切
手
を
無
効
に
す
る
た
め
に
、

　
か
つ
同
人
の
権
利
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
、
裁
判
官
に
申
立
て
る
こ
と

　
が
で
ぎ
る
。

　
　
喪
失
し
た
所
持
人
は
、
そ
の
権
利
の
保
全
に
か
か
わ
る
一
切
の
行
為

　
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
所
持
人
は
、
裁
判
官
が
定
め
る
保
証
人
ま
た

　
は
小
切
手
金
額
の
供
託
金
を
差
入
れ
て
、
そ
の
小
切
手
の
支
払
を
請
求

　
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
に
該
当
条
文
の
な
い
固
有
条
項
。
第
一
五
五
条
も

　
同
様
）
。

第
一
五
五
条
為
替
手
形
に
関
す
る
第
八
五
条
、
第
八
六
条
お
よ
び
第
八
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七
条
の
規
定
は
、
小
切
手
に
も
準
用
さ
れ
る
。
第
八
七
条
の
末
項
が
第

　
一
九
条
と
の
関
連
に
つ
い
て
定
め
た
こ
と
は
、
第
二
一
七
条
に
お
い
て

　
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　
　
　
　
第
八
章
偽
造
小
切
手

第
一
五
六
条
　
偽
造
ま
た
は
偽
造
さ
れ
た
小
切
手
よ
り
生
じ
た
損
害
は
、

　
振
出
人
が
小
切
手
帖
の
管
理
を
怠
っ
て
い
た
か
、
誤
っ
て
処
理
し
た
場

　
合
を
除
き
、
支
払
人
に
課
せ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
、
日
本
法
の
該
当
条
文
と
は
異
な
る
固
有
条
文
）
。

　
　
　
　
第
九
章
　
時
　
効

第
一
五
七
条
　
裏
書
人
、
振
出
人
お
よ
び
そ
の
他
債
務
者
に
対
す
る
所
持

　
人
の
遡
求
権
は
、
呈
示
期
間
経
過
後
六
ヵ
月
で
時
効
に
か
か
る
．

　
　
小
切
手
の
支
払
を
な
す
べ
き
債
務
者
の
他
の
債
務
者
に
対
す
る
遡
求

　
権
は
、
そ
の
債
務
者
が
小
切
手
の
受
戻
し
を
実
行
し
た
目
ま
た
は
そ
の

　
者
が
訴
を
受
け
た
目
よ
り
六
ヵ
月
で
時
効
に
か
か
る
．

　
（
訳
注
。
統
一
法
第
五
二
条
、
日
本
法
第
五
一
条
に
一
致
）
。

第
一
五
八
条
　
時
効
の
中
断
は
、
そ
の
中
断
の
事
由
が
生
じ
た
者
に
対
し

　
て
の
み
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

　
　
時
効
中
断
の
事
由
は
、
民
法
第
一
九
七
三
条
に
定
め
ら
れ
た
事
由
に

　
よ
る
。

　
（
訳
注
。
第
二
項
を
除
き
、
統
一
法
第
三
条
、
日
本
法
第
五
二
条
に
一
致
。
第

　
二
項
は
第
二
付
属
書
の
第
二
六
条
の
留
保
事
項
を
利
用
）
。

　
　
　
　
第
一
〇
章
小
切
手
に
関
す
る
通
則

第
一
五
九
条
　
本
章
に
お
け
る
「
銀
行
」
と
は
、
銀
行
お
よ
び
銀
行
家
登

　
録
に
登
載
さ
れ
た
銀
行
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
と
同
様
の
信
用
機
関
を

　
含
む
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
第
五
四
条
に
よ
る
が
、
第
二
付
属
書
の
第
二
九
条
の
留
保
事

　
項
を
利
用
。
日
本
法
で
は
第
五
九
条
）
。

第
一
六
〇
条
　
呈
示
お
よ
び
拒
絶
証
書
の
作
成
は
、
取
引
日
で
な
け
れ
ば

　
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　
小
切
手
に
関
す
る
行
為
、
殊
に
呈
示
ま
た
は
拒
絶
証
書
も
し
く
は
こ

　
れ
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
宣
言
の
作
成
の
た
め
の
法
令
に
よ
り
規
定

　
し
た
期
間
の
末
目
が
休
日
で
あ
る
と
き
は
、
期
間
は
そ
の
満
了
に
次
ぐ

第
一
の
取
引
日
ま
で
伸
長
さ
れ
る
。
期
間
中
の
休
日
は
期
間
に
算
入
さ

　
れ
る
．

　
　
本
法
の
施
行
上
、
休
日
ま
た
は
非
取
引
目
と
は
、
金
融
機
関
の
職
員

　
に
と
っ
て
の
非
取
引
日
を
謂
う
．

　
（
訳
注
。
第
三
項
を
除
き
、
統
一
法
第
五
五
条
、
日
本
法
の
第
六
〇
条
に
一
致
。

　
第
三
項
は
、
第
二
付
属
書
の
第
二
七
条
を
利
用
）
。

第
一
六
一
条
　
第
九
一
条
、
第
九
二
条
お
よ
び
第
九
三
条
は
、
小
切
手
に

準
用
さ
れ
る
。

　
　
　
　
第
二
章
法
の
抵
触

第
一
六
二
条
　
小
切
手
に
よ
り
義
務
を
負
う
者
の
能
力
は
．
そ
の
本
国
法
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に
よ
り
定
め
ら
れ
る
。
そ
の
国
の
法
律
が
他
の
国
の
法
律
に
よ
る
こ
と

　
を
定
め
て
い
る
と
き
は
そ
の
他
国
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
．

　
　
前
項
に
掲
げ
る
法
律
に
よ
り
無
能
力
者
と
さ
れ
た
者
で
あ
っ
て
も
、

　
他
の
国
の
領
域
で
署
名
し
、
そ
の
国
の
法
律
に
よ
れ
ぽ
小
切
手
上
義
務

　
を
負
う
能
力
を
有
す
る
と
き
は
，
責
任
を
負
う
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
（
以
下
第
八
条
ま
で
は
小
切
手
法
低
触
解
決
条
約
の
こ
と
）
第

　
二
条
第
一
項
第
二
項
、
日
本
法
第
七
六
条
に
一
致
）
。

第
一
六
三
条
　
小
切
手
の
支
払
地
の
法
律
は
、
小
切
手
の
支
払
人
と
な
り

得
る
老
を
定
め
る
。

　
　
前
項
に
掲
げ
た
法
律
に
よ
り
、
支
払
人
と
さ
れ
た
者
の
人
的
な
理
由

　
に
よ
り
そ
の
証
券
が
小
切
手
と
し
て
無
効
に
な
っ
て
も
、
同
じ
規
定
が

　
存
在
し
な
い
他
の
国
に
お
い
て
は
当
該
証
券
に
行
な
っ
た
署
名
か
ら
生

　
ず
る
義
務
は
有
効
で
あ
る
．

　
（
訳
注
。
統
一
法
第
三
条
、
日
本
法
第
七
六
条
に
一
致
）
。

第
一
六
四
条
　
小
切
手
上
の
債
務
の
方
式
は
、
署
名
が
な
さ
れ
た
地
の
属

　
す
る
国
の
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
。
但
し
、
支
払
地
の
属
す
る
国
の

　
法
律
の
規
定
す
る
方
式
に
よ
っ
て
も
足
り
る
。

　
　
小
切
手
上
負
っ
た
義
務
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
無
効
で
あ
る
場
合
と

　
難
も
、
後
の
義
務
を
署
名
し
た
地
の
属
す
る
国
の
法
律
に
よ
れ
ば
適
式

　
で
あ
る
と
き
は
．
前
の
義
務
の
方
式
が
不
適
式
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

　
後
の
義
務
の
効
力
を
妨
げ
る
こ
と
は
な
い
。

　
　
外
国
で
負
っ
た
小
切
手
上
の
義
務
は
、
そ
の
国
の
法
律
に
よ
っ
て
課

　
せ
ら
れ
た
方
式
が
尊
重
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
そ
の
義
務
か
ら
生
ず
る
請

求
権
が
そ
の
国
の
領
上
で
行
使
さ
れ
る
と
き
に
は
、
当
国
国
民
の
間
ま

　
た
は
そ
の
一
国
に
在
住
す
る
者
の
問
に
お
い
て
、
有
効
で
あ
る
。

　
（
訳
注
。
第
三
項
を
除
き
、
統
一
法
第
四
条
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
、
日
本
法

　
第
七
八
条
の
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
に
一
致
。
第
三
項
は
．
統
一
法
第
四
条
第

　
三
項
と
も
異
な
る
固
有
条
項
）
。

第
＝
ハ
五
条
　
小
切
手
上
生
じ
る
義
務
の
効
力
は
．
そ
の
小
切
手
が
署
名

　
さ
れ
た
地
が
所
在
す
る
国
の
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
第
五
条
、
日
本
法
第
七
九
条
の
前
段
に
一
致
）
。

第
＝
ハ
六
条
　
遡
求
権
を
行
使
す
る
た
め
の
期
間
は
、
す
べ
て
の
署
名
者

　
に
つ
ぎ
証
券
の
振
出
地
の
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
。

　
（
訳
注
。
統
一
法
第
六
条
、
日
本
法
第
七
九
条
の
後
段
に
一
致
）
。

第
＝
ハ
七
条
　
左
の
事
項
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
小
切
手
の
支
払
地
の

　
法
律
が
適
用
さ
れ
る
．

　
一
、
小
切
手
は
必
ず
一
覧
払
で
あ
る
べ
き
か
否
か
、
ま
た
は
一
覧
後
定

　
　
期
払
と
し
て
振
出
し
う
る
か
否
か
、
お
よ
び
先
日
付
小
切
手
の
効
力
。

　
二
、
呈
示
期
間
。

　
三
、
小
切
手
に
引
受
、
支
払
保
証
、
確
認
ま
た
は
査
証
を
な
し
う
る
か

　
　
否
か
、
お
よ
び
こ
れ
ら
の
記
載
の
効
力
．

　
四
、
所
持
人
は
一
部
支
払
を
請
求
し
う
る
か
否
か
、
か
つ
一
部
支
払
を

　
　
受
諾
す
る
義
務
が
あ
る
か
ど
う
か
。

　
五
．
小
切
手
に
線
引
を
で
き
る
か
ど
う
か
、
「
計
算
の
為
」
の
文
字
ま

　
　
た
は
こ
れ
と
同
一
の
意
義
を
有
す
る
文
言
を
記
載
で
き
る
か
ど
う
か
，

　
　
お
よ
び
線
引
ま
た
は
「
計
算
の
為
」
の
文
字
も
し
く
は
こ
れ
と
同
一
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の
意
義
を
有
す
る
文
言
の
記
載
の
効
力
。

六
、
所
持
人
は
資
金
に
対
し
て
特
別
の
権
利
を
有
す
る
か
ど
う
か
、
お

　
よ
び
そ
の
権
利
の
性
質
．

七
、
振
出
人
は
小
切
手
の
支
払
の
委
託
を
取
消
し
、
ま
た
は
支
払
差
止

　
め
の
手
続
を
で
き
る
か
ど
う
か
。

八
、
小
切
手
の
喪
失
ま
た
は
盗
難
の
場
合
に
な
す
べ
き
手
続
．

九
、
裏
書
人
、
振
出
人
そ
の
他
の
債
務
者
に
対
す
る
遡
求
権
保
全
の
た

　
め
拒
絶
証
書
ま
た
は
こ
れ
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
宣
言
を
必
要
と

　
す
る
か
ど
う
か
。

一
〇
、
拒
絶
証
書
の
方
式
お
よ
び
作
成
期
間
そ
の
他
の
小
切
手
上
の
権

　
利
の
行
使
ま
た
は
保
存
に
必
要
な
行
為
の
方
式
。

（
訳
注
。
第
九
号
ま
で
統
一
法
第
七
条
、
日
本
法
第
八
○
条
と
一
致
。
第
一
〇

号
は
、
統
一
法
第
八
条
、
日
本
法
第
八
一
条
と
部
分
的
に
表
現
は
異
な
る
が
、

実
体
的
に
は
同
様
と
理
解
さ
れ
る
）
。

　
　
　
付
　
則

第
一
。
民
事
訴
訟
法
第
一
四
二
九
条
第
四
号
は
、
次
の
よ
う
に
改
訂
さ

　
　
れ
る
．

　
「
四
、
手
形
・
小
切
手
法
で
定
め
ら
れ
た
諸
条
件
の
下
に
お
け
る
為

　
　
　
替
手
形
、
約
束
手
形
お
よ
び
小
切
手
」

第
二
。
商
法
第
六
〇
条
第
二
項
は
、
次
の
よ
う
に
改
訂
さ
れ
る
。

　
「
為
替
手
形
、
約
束
手
形
、
小
切
手
、
お
よ
び
そ
れ
ら
に
関
連
す

　
　
る
貸
付
は
例
外
と
し
、
手
形
・
小
切
手
法
お
よ
び
本
法
が
そ
れ
ぞ

　
　
　
れ
日
数
、
年
月
の
計
算
の
た
め
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と

　
　
　
す
る
」

　
　
　
　
経
過
規
定

　
本
法
が
発
効
す
る
以
前
に
振
出
さ
れ
た
為
替
手
形
、
約
束
手
形
お
よ
び

小
切
手
は
、
白
地
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
証
券
に
本
日
以
降
に
記
載
さ
れ
る

若
干
の
債
務
が
あ
っ
て
も
、
旧
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
．

　
　
　
　
廃
止
規
定

　
本
法
の
発
効
後
、
商
法
第
四
四
三
条
か
ら
第
五
四
三
条
ま
で
の
規
定
、

本
法
の
定
め
る
証
券
か
ら
発
生
す
る
請
求
権
の
時
効
に
関
す
る
商
法
第
九

五
〇
条
の
規
定
お
よ
び
民
事
訴
訟
法
第
一
四
六
五
条
の
規
定
は
廃
止
さ
れ

る
。

　
　
　
最
終
規
定

第
一
。
手
形
交
換
所
は
規
則
を
制
定
し
、
為
替
手
形
が
呈
示
さ
れ
る
方

　
　
式
を
定
め
る
も
の
と
す
る
．

　
　
　
同
じ
く
、
印
刷
し
た
用
紙
に
よ
り
振
出
人
が
振
出
し
、
署
名
す

　
　
る
為
替
手
形
の
振
出
お
よ
び
そ
の
用
紙
に
よ
り
印
紙
税
の
納
付
を

　
　
義
務
づ
け
る
よ
う
な
方
式
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
．
本
法
は
一
九
八
六
年
一
月
一
目
に
発
効
す
る
．

以
上
に
よ
り
、
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国
王
は
、
す
べ
て
の
ス
ペ
イ
ン
人
、
民
間
人
、
関
係
官
庁
に
対
し
、

法
を
遵
守
し
，
か
つ
遵
守
さ
せ
る
よ
う
命
令
す
る
。

於
マ
ド
リ
ー
ド
、

七
月
一
六
目

首
相

サ
ル
ス
エ
ラ
宮
殿
、
一
九
八
五
年

国
王
　
フ
ァ
ン
・
カ
ル
冒
ス

本
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フ
ェ
リ
ー
ぺ
・
ゴ
ソ
サ
レ
ス
　
マ
ル
ケ
ス


